
23

注
：
事
業
会
計
に
お
い
て
資
本
的

収
入
が
資
本
的
支
出
に
対
し
不
足

す
る
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
す
。

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

◇�

吉
川
市
水
道
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
持
続
可
能
で
信
頼
さ
れ
る
水
道

の
実
現
の
た
め
に
、
水
道
料
金
等

を
改
定
す
る
と
と
も
に
水
道
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。

　
料
金
の
改
定
は
、
料
金
水
準
を

平
均
24
％
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

メ
ー
タ
ー
の
口
径
別
に
基
本
料
金

を
設
定
す
る
な
ど
の
変
更
を
行
い

ま
す
。

◇�

吉
川
市
介
護
福
祉
総
合
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
社
会
情
勢
や
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◇�

吉
川
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
入
院
及
び
通
院
に
係
る
子
ど
も

医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を
現
在

の
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
に
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
す
。

◆
三
世
代
同
居
を
支
援
し
ま
す

・
建
築
行
政
事
業

６
１
７
万
３
０
０
０
円

　
旭
・
三
輪
野
江
地
区
で
は
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
等
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
外

か
ら
の
若
者
世
帯
の
転
入
や
、
地

域
居
住
者
の
子
や
孫
に
よ
る
二
世

代
、
三
世
代
家
族
の
同
居
及
び
近

居
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
取
得

及
び
増
改
築
に
要
す
る
費
用
を
支

援
す
る
制
度
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
公
共
交
通
の
充
実
を
図
り
ま
す

・
公
共
交
通
対
策
事
業

５
２
０
３
万
６
０
０
０
円

　
市
内
に
本
社
が
あ
る
公
共
交
通

事
業
者
の
従
業
員
の
第
二
種
運
転

免
許
取
得
費
用
を
補
助
し
、
運
転

手
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

◆�

県
内
で
初
め
て
リ
バ
ー
ス
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
※
を
採
用
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す

・
庁
舎
管
理
管
理
事
業

１
億
６
１
７
万
２
０
０
０
円

・
学
校
管
理
運
営
事
業（
小
学
校
）

２
億
３
６
１
５
万
４
０
０
０
円

・
学
校
管
理
運
営
事
業（
中
学
校
）

　
１
億
２
０
４
万
円

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
市
庁
舎
の
電

力
を
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
等
の
理
由
か
ら
入
札

に
参
加
で
き
る
事
業
者
が
い
な
い

こ
と
が
課
題
で
し
た
。
リ
バ
ー
ス

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
安
定
し
て
入
札
を
成
立
さ
せ
、

安
価
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

力
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

埼
玉
県
内
の
自
治
体
と
し
て
初
め

て
市
庁
舎
と
市
内
小
中
学
校
の
電

力
へ
導
入
し
ま
す
。

※
リ
バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
は

　
新
た
な
電
力
調
達
の
手
法
と
し
て
小

売
電
気
事
業
者
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
形
式

で
繰
り
返
し
入
札
を
行
い
、
最
安
値
を

提
示
し
た
事
業
者
を
落
札
者
と
す
る
方

式
で
す
。
す
で
に
国
に
お
い
て
実
績
が

あ
り
、
自
治
体
に
も
導
入
促
進
が
図
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

歳出
民生費

11,763,638 千円
42.3％

諸支出金
290 千円　0.0％

予備費
15,000 千円　0.1％

商工費
153,721 千円　0.6％

議会費
212,674 千円　0.8％

農林水産業費
274,139 千円　1.0％
消防費
1,260,346 千円　4.5％

衛生費
2,011,392 千円

7.2％

公債費
2,138,943 千円

7.7％

総務費
2,421,634 千円

8.7％

土木費
3,153,998 千円

11.4％

7,778,000 千円 

教育費
4,372,225 千円

15.7％

●水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
水道事業収益 1,646,841 資本的収入 288,523
水道事業費用 1,573,743 資本的支出 859,924

●下水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
下水道事業収益 1,574,701 資本的収入 1,077,116
下水道事業費用 1,512,363 資本的支出 1,364,794

●農業集落排水事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
農業集落排水事業収益 53,627 資本的収入 10,244
農業集落排水事業費用 53,543 資本的支出 15,737

一　般


